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日
ご
と
に
暖
か
さ
を
増
し
て
ま
い
り

ま
し
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
、
当
日
胆
家
族
会
の
活
動
に
対
し
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
、
日
胆
地
区
で
は
比
較

的
に
暖
冬
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お

り
ま
す
が
、
道
内
で
は
、
例
年
以
上
に
豪 

   

雪
に
な
っ
た
地
域
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
も
苫
小

牧
で
は
、
小
中
学
校
で
猛
威
を
振
る
い
、

連
日
の
よ
う
に
、
学
級
閉
鎖
に
関
す
る
新

聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
各
施
設
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
衛
生
管
理
体
制
の
強
化
を
図

り
、
感
染
症
予
防
に
つ
い
て
、
日
々
、
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。
未
だ
油
断
の
出
来
な
い
時
期
か

と
思
い
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
で
も
施
設
側

と
連
携
を
図
り
、
感
染
予
防
に
努
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

 

さ
て
、
現
在
、
国
会
に
お
い
て
改
正
社

会
福
祉
法
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正

の
内
容
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
に

関
す
る
事
や
、
福
祉
人
材
の
確
保
の
促
進 

 

障
害
者
総
合
支
援
法
の 

改
正
案
を
国
会
へ
提
出 

厚
労
省
介
護
保
険
利
用
の
負
担
減 

 

厚
生
労
働
省
は
一
日
、
障
害
者
総
合
支

援
法
等
改
正
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
障

害
者
の
高
齢
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
柱
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

一
定
の
所
得
以
下
で
あ
れ
ば
利
用
者
負
担

（
介
護
報
酬
の
１
割
が
原
則
）
を
減
ら
す

仕
組
み
を
設
け
る
。
一
割
負
担
を
苦
に
し

て
介
護
保
険
利
用
を
控
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
る
。
一
部
を
除
い
て
２
０
１
８

年
４
月
１
日
施
行
を
目
指
す
。 

（
３
月
７
日
福
祉
新
聞
よ
り
抜
粋
） 

会
議
予
定 

☆
日
胆
家
族
会
役
員
会
議 

日
程 

平
成
二
十
八
年
四
月
九
日 

会
場 

苫
小
牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

☆
道
家
族
会
連
合
会
総
会 

日
程 

平
成
二
十
八
年
五
月
一
五
日 

会
場 

北
広
島
市 

研
修
案
内 

平
成
二
十
八
年
度
第
十
二
回 

全
国
施
設
家
族
会
連
合
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
全
国
大
会
イ
ン
福
岡
☆ 

開
催
テ
ー
マ 

「
「
新
し
い
施
設
」
を
語
ろ
う 

 

-

当
事
者
の
笑
顔
耀
く
日
の
た
め
に-

」 

日
程 

平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日
～
十
九
日 

会
場 

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ゼ
博
多 

 編 

集 

後 

記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先
日
、
計
画
開
始
か
ら
四
十
三
年
目
に
し

て
、
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
ま
し
た
。 

家
族
会
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
家
族
を
始
め
、
多
く

の
皆
様
の
想
い
を
繋
ぐ
か
け
は
し
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
次
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

会長 津脇清一郎 

 

 

 

な
ど
非
常
に
幅
広
く
、
特
に
社
会
福
祉
法

人
に
求
め
ら
れ
る
内
容
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

既
存
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
、
公
益
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
果
た
す
べ
き
役
割

が
増
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
は
、
今
の
日
本
の
時

代
背
景
な
の
だ
ろ
う
。 

私
た
ち
家
族
と
し
て
は
、
親
の
高
齢
化

や
親
亡
き
後
、
我
が
子
の
加
齢
化
に
伴
う

心
身
機
能
の
低
下
な
ど
、
気
が
か
り
な
こ

と
が
多
分
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
関

し
て
も
、
今
後
、
必
要
な
対
策
や
こ
れ
ら

に
関
す
る
法
整
備
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ

る
。 次

年
度
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

 

 

 

平成 28 年 3 月 26 日北海道新幹線開業 


